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てきた(開えば、 [5，1毛15，16). しかし‘現在の予知研究計画では 7より F厳密な検証とそれに謝え
うる予測モデ〕しを作ることが重要な研究テーマとなる. このためにう新しい地震予誕学の潮流を
開拓する必要がある [20ト
類似の世界的研究計画“ Collaboratoryfor the Study of Earthquake Predictability " (3) (CSEP) 
は， 2006年から米国老中心として進行中である [8]. CSEPのヨ的はう客観的かつ透明性のある地
震予測実験が実行できる研究環境作りにありうその過程において地震の予認可能性を謀ることであ
る. このアイデアはうカルフォルニア限定で先行実施されたRegionalLikelihood lVlodels (REL:rvI) 
フ。ロジェクト (SeismoLRes. Lett. 78(りう 2007)から受け継ぎラ CSEPではさらに実施環境の充実
を目指している. CSEP参加主要国は、米国・スイス・ニュージーランド・イタリア・日本であち笥
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Gutenberg-Richter(GR) 却で近í~して ， Jtlcを見襲もる評価方法である. GR男jとは以下のように
表される:log 1V = A -bm. ここで， 1Vはrn三M の地震の頻度う Aは定数うる諒一般に lに近い値
である e 用いる仮定詰ラデータが GR見守で近叙されるなら認、それ辻、地震は漏れなく観減された
ことを示すというものである E 言い換えるならばラデータが GR期に対して下方へ重離すること
はヲ観測漏れを意味するという仮定に基づく.従ってう与えられた地震群の規模別頻度分布そ GR
員IJで最良近似しう GR員IJから下方薬離するデータの中で最大のマグニチュードを 1l1cと定義し、そ
の値を求める. GR則を用いて l11cを計算する手法は多数提案されてきたが (fチ言えば， [3])，本研
究では [34}の手法を用いた.
図2はヲ 2007年Lこ起きた深さ d三30km，の地震について求めた Alcの空間分事である. 南北
0.2 0安IJみの;格子を切りう格子点、の各々についてう最近議200個の地震の規模胆頻度分布を考えう立た
を見穣もった.東京付近の一点(139.70う36.20 )を取りうその規模E1J頻度分布そ図2の左上に挿入
する唱使用した手法に基づくとうこの格子点ではう m 三0.6の頻疫について GR期で近似出来?求
まったパラメータ値は (Aうb)= (2.64ぅ0.88)である， この結果からう Jtlc= 0.6である a つまりこ
れは、マグニチュード 0.6以上の地震は漏れなく観測されたこと老示す z このような解析を全ての
格子点について行い?それをプロットした結果が図2である. 図からわかるようにう 111crv 1.0が
日本内睦での典型値である.最小植は Alc= 0.5で?多数の内陸地点で得られている.最大値はう
北海道函錆付近の Alc= 1.5である.海域の lvfc諒一般的に陸域のそれより大きい. これは海域
には地震計が設置されていないため?微小地震が観測されづらいことによる. おおよそ海岸線か
ら100km離れた培点ではう 111c> 2.5である [18].
過去の地震に遭って A1cを計算した結果を国3に示す. (a-c)はうそれぞれ 1970年代のデータう
1998年のデータぅ 2002年のデータに基づく. (a)からう 1970年代の内陸における典型的な値は
1¥;lc = 2.5 rv 4.0であることが分かる.徐々に 1VIcは減少し.2002年には現在の _lv1cとほぼ等し






























図 2:2007年に発生した深さ d~ 30kmの地震に基づく立たの空間分布. 挿入国はう星印で示
された点 (139.70 ， 36.2 0 )における麗模開頻度分名を示す. パラメータ値 (Aぅb)= (2.64ぅ0.88)
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ん1c~自の信頼性向上のために用いる宅もう一つの手法は Probabilistic :M暗記七udeof Complete-





のd:S30knz， の地震データの品質は N1cを使って定量的に評倍されたことになる.今後はう PMC
を用いて過去の地震の NIcを計聾する必要があるー



















現在検証中のモデルの一つう RI(Rel抗iveIntensity of Seismicity)モデルは簡単な地震発生仮説
に基づいている.それは.過去に地震活動が活発な地域には将来大きな地震が発生しやすいとい
うものである.単純であるため弓これまで多数の地震予測検証研究で帰無安説を立てるために用い














図 4:予察実験中のモデ、ルに基づ、く予誕地区 (a)RI， (b) Tripple-S， (c) JAL~L 予諜期間 (2008 年
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図 5:N-テストを説明する概略国. 地震数の期待{直(予測値)のばらつきを累積頻度分布で示す.
ここで‘その分布は窺格fヒされているためう縦軸 (Fractionof Events)は0から 1の値で表現さ紅
る.横軸 (Number of Events)はう地震の舗数を示す.分布の，5%と95%を示す横棒と予測の中央
値(地震数が 20)を示す縦点線が書き入れられている.地震の観測数が 14(aの縦実線)， 19(bの縦




















年号月 1B 00:00:00から 2008年 12月1B 00:00:00の3ヶ月間に発生したと確定された士宮震を基
に観測値とした.比較のためにう 1年予鴻の値を 4で割りう 3ケ丹予棋に変喚した値を黒いた. RIう























図 6:RIのN-テストの結果. 3ヶ月間 (2008年9足1E3 00:00:00-2008年 12月1日00:00:00)に期


























験は 2009年 11月 1日に開始する (4) 本格運用のためにう地震活動予溺モデルを広く公募したがう





る.それらは‘ 1B・3ヶ月・ 3年予潤である. これらのクラスは“全国を概観した地震動予測地
図"(1)で採用された予滞期毘30年より短v'. これはう短期・中期予測に適舟可能なモデルの妥当
性検証在日指すという認識による.そのため非常に挑戦的な取り結みと位置付けられる.
1日・ 3か月予潤のターゲットマグ二‘チュードは 4三lvI::;9でありう 1年・ 3年予測については




した ETAS(Epidemic-Type Aftershock Sequence)モデルである(例えばう [21]). 余震の統計的性
質を考車、しているのでラ本震の予澱よりう余震を予測するのが得意と考えられている. 1年・ 3年予






















態に向かうダイナミクスに類似することが指摘されている(例えば， [1]). 一例はう 1906年のサン
フランシスコ地震に先行して発生した広域の地震活動である.その地震によって放出されるエネ
ルギーの時間変北はラ臨界{直に近接する物理量がべき乗で発散するような振る舞いを示すことが報











挙げられる.最近では 2003年 12月22日にカルフォルニアのサンシメオン (SanSimeon)で起き




の椀としてう 2004年 12月23日のマコーリ諸島 (Ylac司uarieIsland)沖で発生した地震0¥1[= 8.1) 












る. 2000年から 2009年までに起きる Af?_5の地震の場所(ホットスポット)を予測する地図を作
成した.作成された予測地図は 2002年に公表された [23]. 2000年以降に起きた M 三5の地震の
数試 17である.そのうち予耕地留が公表された 2002年以降にう 12倍の地震は発生した. 17倍の
うち 15恒の地震がホットスポットで起きている.つまりうその 15留の地震の場所を予測すること
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